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オフィス環境における現状と課題
拠点ごとに、出社時のコミュニケーションを円滑にするための
スペースの設置などを進めています。今後は、リアルなコミュニ
ケーションを活用した共創の仕掛けづくりを全社的に推進して
いく必要があります。
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シーンに合わせて選べる
多様なワークプレイス
働く場所が多様化する中、オフィスは“集う場”として出社時のメンバー間のコミュニケー

ションを促進し、「リアル」と「リモート」をつなぐ場と定義しました。オフィスは2つの類型で

構成されており、1つは「コミュニケーション・ハブ」、もう1つは「イノベーション・ハブ」です。

「コミュニケーション・ハブ」は、チームによるオープンで活発なコミュニケーションにより、

ベクトル合わせと信頼関係構築を行う場です。一方、「イノベーション・ハブ」は誰でも使

え、外の人を招きたくなるような、組織の垣根を越えて使いたくなる場です。実際のオフィ

ス設計には、その日の業務やシーンに応じてオフィス内の多様なアクティビティを自由に

選択するABW（Activity Based Working）の概念を取り入れています。

現在の出社率は約3割弱です。職場ごとに状況は異なるため、全社一律の目標は設定して

いません。日々の出社率はイントラネットで確認できます。

当社には服装に関する規定がなく、ドレスコードフリーとしており、働く時間と場所の自律

的なデザインとともに、その日の働き方にフィットする服装を社員それぞれが選択してい

ます。

■ワークプレイスの多様化

リアル (対面)
コミュニケーション

Teams

Zoom

バーチャル
PJルーム

オフィス

サテライト

自宅

・共創
・社内外との対面交流
・在宅ではできない生産的
な業務環境
・一体感／信頼感の醸成
・気づきや育成機会

・個人集中作業
・リモート会議

リモート
コミュニケーション
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テレワークの普及により、オフィスの役割が大きく変化しています。現場の社員にヒアリングしな

がら、新しい働き方に求められるオフィスのあり方を検討しました。上司、部下、同僚などとのコミュ

ニケーションは対面で行う方が効率が良く、新たな気づきを得られる機会も増えます。オフィスを

「集う場所」として再定義し、「出社時のメンバー間のコミュニケーション」や「リアルとリモート

をつなぐ場」に適した働き方ができるようにするという方向性を見出しました。本社と支社を含む

会社全体で、オフィスのリニューアルに取り組んでいます。

本社／関東・甲信越支社

東北支社

北陸支社東海支社

北海道支社 沖縄支社九州支社

関西支社 西日本支社

新たな働き方を支えるオフィス変革
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リモートワークで希薄になりがちな社員同士のコミュニケーションを活性化するため、2019年

から開発に着手し、社内に実装したのが「バーチャルプロジェクトルーム INTEGLIVE」です。

社員はWeb上の仮想空間に整備されたプロジェクトルームにアクセスし、「会話可能」「取り

込み中」「一時離席」「応答不可」などのステータスを表示します。「会話可能」であれば、気軽に

声をかけて会話ができます。ルームは簡単に作ることができるので、物理的に離れた

場所にいても、同じ仮想空間に集えば、オフィスと同様な感覚で協働することができます。

会話の自動翻訳機能／議事録生成支援機能を備えており、英語、ベトナム語、中国語など

の発言を日本語で読めます。またプロジェクト管理ツールと連携し状況を可視化するなど、

物理的な距離を超えて快適に働ける環境を構築し、生産性を高めるテクノロジーです。
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学びのために
デザインされた空間
新たな学びの場として、2024年2月に「Learning-PATIO」をオープンしました。本社ビルの

11階が、4つの部屋と広々としたイベントスペースに生まれ変わりました。

Learning-PATIOに入ると、見晴らしの良い空間が広がります。「Open area」と呼ばれる

中央のメインスペースには、様々な講演やイベントに対応できるよう、大型スクリーンと

ステージを設置。部屋のどこにいてもステージを望めるように、椅子は中心から徐々に

高くなっていく工夫が施されています。

中央エリアを囲むように設けられた4つの部屋には、グループワークやワークショップな

ど、シーンに応じて柔軟に対応できるよう、利用者が自在に移動できる1人用のテーブルと

椅子を設置。自由なレイアウトで活用されています。

ステージと反対側にある壁には「ふと目にした情報から学んでいく」をコンセプトにした

「Passive zone」というエリアがあります。会社からのメッセージ発信に加え、設置された

アクリルボードに新入社員が学んだことや研修チームで立てた将来へのビジョン、目標な

どを掲示し、次の世代へ紡いでいきます。それは次の新入社員たちへのメッセージになる

と同時に、ベテラン社員がフレッシュな気持ちに戻れる場として機能しています。

■Learning-PATIOのコンセプト
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